
最
初
に
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
救
援
募
金
で
は
、

こ
れ
ま
で
に
日
本
共
産
党

中
央
委
員
会
に
12
億
円
を

超
え
る
募
金
が
寄
せ
ら
れ
、

被
災
し
た
す
べ
て
の
自
治

体
と
長
野
県
栄
村
、
Ｊ
Ａ
、

漁
協
な
ど
の
団
体
に
直
接

届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
引
き
続
く
支
援
を
と

も
に
す
す
め
て
ゆ
き
ま
し
ょ

う
。昨

年
は
、
大
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
、
原
発
事

故
の
完
全
賠
償
と
除
染
、

「
原
発
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
す

運
動
を
は
じ
め
、
消
費
税

増
税
と
社
会
保
障
の
改
悪

に
反
対
す
る
運
動
な
ど
、

政
党
・
政
派
、
保
守
・
革

新
の
垣
根
を
超
え
て
幅
広

い
「
一
点
共
闘
」
が
大
き

く
発
展
し
た
年
で
し
た
。

一
人
一
人
の
要
求

が
政
治
動
か
す
力

２
０
１
２
年
は
、
こ
う

し
た
一
つ
一
つ
の
問
題
で

国
民
が
立
ち
上
が
る
運
動

を
さ
ら
に
大
き
く
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
、
新
し
い
政

治
を
起
こ
す
上
で
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

飯
能
で
も
若
い
パ
パ
・

マ
マ
を
中
心
と
し
た
「
放

射
能
か
ら
子
ど
も
達
を
守

る
運
動
」
や
「
公
共
交
通

を
守
る
運
動
」
が
大
き
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。

民
主
党
政
権
へ
と
政
権

交
代
し
た
も
の
の
、
失
望

感
が
広
が
り
、
そ
れ
な
ら

自
民
・
公
明
政
権
に
戻
す

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
も
い

や
だ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
と
財
界
に
す

り
寄
り
、
国
民
生
活
破
壊

の
政
治
に
次
々
カ
ー
ド
を

切
る
政
治
に
国
民
の
怒
り

は
沸
点
に
達
し
て
い
ま
す
。

増
税
や
む
な
し
の
マ
ス
コ

ミ
に
負
け
な
い
的
確
な
財

源
論
を
示
し
て
総
選
挙
を

た
た
か
い
ま
す
。
財
源
論

は
国
の
あ
り
方
に
直
結
し

ま
す
。

日
本
共
産
党
は
、
今
年
７

月
15
日
で
党
創
立
90
年
を

迎
え
ま
す
。
『
国
民
の
苦

難
を
軽
減
す
る
』
と
い
う

立
党
の
精
神
を
発
揮
し
て
、

今
年
こ
そ
政
治
変
革
の
第

一
歩
が
始
ま
っ
た
と
い
え

る
年
に
す
る
た
め
に
広
範

な
方
々
と
の
対
話
と
共
同

を
大
切
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

明
日
の
希
望
が

み
え
る
年
に

衆
院
議
員

塩
川
て
つ
や

同
予
定
候
補

梅
村
さ
え
こ

昨
年
は
、
大
震
災
、
原

発
事
故
の
被
災
者
支
援
に

奔
走
し
ま
し
た
。
明
日
の

希
望
が
見
え
る
よ
う
に
、

被
災
者
の
生
活
と
生
業
の

再
建
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

社
会
保
障
改
悪
と
一
体
の

消
費
税
増
税
は
許
せ
ま
せ

ん
。
原
発
ゼ
ロ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
断
念
、
家
計
を
応
援

す
る
政
策
へ
の
抜
本
的
転

換
を
め
ざ
し
ま
す
。

公
約
投
げ
捨
て
で
自
民

党
と
同
じ
に
な
っ
た
民
主

党
。
二
大
政
党
づ
く
り
が

破
た
ん
し
ま
し
た
。
日
本

共
産
党
の
真
価
を
発
揮
す

る
と
き
で
す
。

い
つ
あ
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
解
散
総
選
挙
。
梅

村
さ
え
こ

さ
ん
と
と
も
に
、

国
政
の
場
で
働
か
せ
て
く

だ
さ
い
。

９
日
、
飯
能
市
民
会
館
で

「
平
成
24
年
度
飯
能
市
成

人
式
」
が
行
な
わ
れ
、
新

成
人
７
４
１
人
（
対
象
者

９
７
９
人
）
が
出
席
し
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
各

囃
子
保
存
会
、
囃
子
連
の

新
成
人
11
人
が
祭
囃
子
を

披
露
。
式
典
は
、
沢
辺
市

長
、
大
久
保
議
長
、
和
田

県
議
が
祝
辞
を
述
べ
、

『
は
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

は
、
新
成
人
代
表
の
鈴
木

彩
子
さ
ん
、
塩
野
拓
夢
さ

ん
が
、
新
た
な
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
式
場

周
辺
で
は
、
旧
友
や
恩
師

と
の
再
開
に
喜
び
合
う
姿

が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま

し
た
。

「
猫
伝
」
と
あ
っ

た
題
名
を
、
「
吾

輩
は
猫
で
あ
る
」

と
す
る
よ
う
勧
め

た
の
も
虚
子
で
あ
っ

た
と
関
川
夏
央
の

「
子
規
、
最
後
の

八
年
」
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

猫
は
１
９
０
８
年
（
明
治
41

年
９
月
14
日
に
物
置
の
ヘ
ッ

ツ
イ
（
か
ま
ど
）
の
上
で
死

ん
だ
と
、
漱
石
の
「
猫
の
死

亡
通
知
」
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
▼
な
ん
で
猫
の
こ
と
か
と

い
え
ば
、
昨
年
の
暮
に
家
の

老
猫
の
「
と
ら
」
が
病
気
に

な
り
、
三
日
間
入
院
す
る
と

い
う
破
格
の
待
遇
を
う
け
、

元
旦
の
お
昼
に
無
事
退
院
す

る
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。
「
と
ら
」
は
ノ
ラ

猫
が
居
つ
い
て
し
ま
っ
た
も

の
で
、
年
齢
は
不
詳
で
す
▼

猫
は
入
院
す
る
と
一
日
一
万

円
以
上
か
か
り
ま
す
。
今
も

週
二
回
通
院
し
て
い
る
の
で
、

一
回
数
千
円
の
治
療
費
が
か

か
り
ま
す
。
馬
鹿
に
な
ら
な

い
出
費
で
す
。
そ
れ
で
も
で

き
る
だ
け
の
こ
と
は
し
て
あ

げ
た
い
と
い
う
の
が
人
情
で

す
。
猫
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
間
も
必
要
な
医
療
や

介
護
を
お
金
の
心
配
を
し
な

い
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
世

の
中
を
と
願
わ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

発 行
日 本 共 産 党
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山 田 と し 子

090-4389-4439
新 井 た く み

090-4010-5650
滝 沢 お さ む

090-7000-4481
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飯
能
市
・
新
成
人

９
７
９
人

成
人
式
に
７
４
１
人
が
参
加

第一部 記念講演

第二部 余興・交流

民謡 津軽三味線他

歌謡、各後援会からの

出し物 ※くじ引き（景品あり）

会費：２０００円

主催：日本共産党飯能市委員会

同後援会

午前１１時～

元旦から駅頭で訴える塩川、梅村両氏



地 上 １ ｃｍ 地 上 ５ ０ ｃｍ

東 吾 野 保 育 所 ① 園 庭 中 央 0 .0 8 0 .0 8

（ 測 定 地 点 図 ） ② 倉 庫 裏 中 央 0 .1 0 .0 7

③ 倉 庫 裏 中 央 0 .1 7 0 .0 9

八 幡 児 童 遊 園 ① 消 防 団 詰 所 横 0 .1 1 0 .0 8

（ 測 定 地 点 図 ） ② 中 央 0 .0 6 0 .0 7

③ ブラン コ 下 0 .1 0 .0 8

原 町 児 童 遊 園 ① 砂 場 0 .0 9 0 .0 9

（ 測 定 地 点 図 ） ② 中 央 0 .0 7 0 .0 7

③ ブラン コ 下 0 .0 7 0 .0 6

中 山 児 童 遊 園 ① ト イ レ 雨 樋 0 .6 8 0 .1 3

（ 測 定 地 点 図 ） ② ト イ レ 雨 樋 0 .4 2 0 .1

③ 山 車 小 屋 屋 根 下 0 .1 2 0 .0 8

④ 山 車 小 屋 雨 樋 0 .0 9 0 .0 8

⑤ 倉 庫 雨 樋 0 .1 7 0 .1 2

⑥ 倉 庫 雨 樋 0 .1 6 0 .0 9

⑦ 中 央 0 .1 0 .0 8

⑧ 滑 り 台 下 0 .0 8 0 .0 8

平 松 児 童 遊 園 ① 鉄 棒 下 0 .1 1 0 .0 8

（ 測 定 地 点 図 ） ② 砂 場 0 .0 8 0 .0 8

③ ブラン コ 下 0 .1 2 0 .0 7

調 査 場 所 調 査 地 点
平 均 値 （μ ｓｖ / ｈ ）

飯
能
市
は
、
本
年
４
月
か

ら
公
民
館
を
地
区
行
政
セ

ン
タ
ー
に
吸
収
し
て
、
市

長
部
局
の
管
理
下
に
置
こ

う
と
し
て
い
ま
す
。
市
の
当

局
者
は
セ
ン
タ
ー
に
吸
収

し
て
も
「
公
民
館
の
機
能
は

維
持
す
る
」
と
説
明
し
て
い

ま
す
が
、
公
民
館
の
形
骸

化
が
進
み
、
本
来
の
機
能

が
失
わ
れ
な
い
か
と
心
配

の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

飯
能
日
高
地
域
労
連
は
、

昨
年
末
の
12

月
27
日
に

「
公
民
館
の
あ
り
か
た
を

考
え
、
こ
の
問
題
に
ど
う

対
処
す
る
の
か
を
協
議
す

る
た
め
」
に
、
所
沢
在
住
の

細
山
俊
男
さ
ん
（
社
会
教

育
・
生
涯
学
習
研
究
所
副

所
長
）
を
講
師
に
迎
え
て
、

『
公
民
館
は
今
の
ま
ま
で
残

し
て
く
だ
さ
い
！
』
と
題
し

た
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

細
山
さ
ん
は
「
公
民
館
は

戦
後
に
制
定
さ
れ
た
教
育

基
本
法
や
社
会
教
育
法
に

根
拠
を
持
ち
、
戦
後
の
地

域
民
主
化
推
進
の
組
織
と

し
て
出
発
し
ま
し
た
。
ま

た
、
社
会
教
育
の
機
関
と

し
て
も
地
域
に
お
い
て
、
大

い
に
そ
の
役
割
を
は
た
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
公
民

館
の
行
政
セ
ン
タ
ー
化
に

は
、
①
財
政
の
合
理
化
な

ど
の
理
由
で
の
セ
ン
タ
ー

化
は
地
域
の
自
治
力
向
上

に
な
ら
な
い
。
②
利
用
団

体
の
受
益
者
負
担
、
有
料

化
に
道
を
開
く
も
の
。
③

市
長
部
局
へ
の
移
管
で
、
公

民
館
の
学
習
の
自
由
と
学

習
権
の
保
障
が
損
な
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
」
な
ど

の
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
長
野
県
阿
智

村
で
は
、
地
域
に
何
か
問

題
が
あ
る
と
住
民
は
公
民

館
に
集
ま
り
、
学
習
会
を

開
き
ま
す
。
そ
し
て
村
や

教
育
委
員
会
に
提
言
し
て

い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
先

進
地
域
に
学
び
、
地
域
づ

く
り
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

公
民
館
の
役
割
を
深
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
む
す

び
ま
し
た
。

今
後
の
す
す
め
方
と
し

て
、
事
務
局
か
ら

①
教

育
委
員
会
議
や
社
会
教
育

委
員
会
議
、
公
民
館
運
営

審
議
会
の
傍
聴
を
計
画
し

よ
う
。
②
行
政
セ
ン
タ
ー

化
を
検
討
し
て
い
る
担
当

課
か
ら
の
説
明
会
（
出
前

講
座
）
を
求
め
よ
う
。
な
ど

が
提
案
さ
れ
、
参
加
者
全

員
で
確
認
し
ま
し
た
。

第
45
回
飯
能
市
少
年
サ
ッ

カ
ー
大
会
（
飯
能
サ
ッ
カ
ー

協
会
、
飯
能
市
教
育
委
員

会
主
催
、
毎
日
新
聞
社
な

ど
後
援
）
は
８
、
９
両
日
、

美
杉
台
公
園
な
ど
で
開
か

れ
ま
し
た
。

市
内
の
小
学
生
た
ち
で

作
る
27
チ
ー
ム
が
参
加
。

５
、
６
年
生
の
部
で
は
決
勝

で
、
美
杉
台
ト
ゥ
ギ
ャ
ザ
ー

Ａ
が
飯
能
ブ
ル
ー
ダ
ー
ジ
ュ

ニ
ア
５
年
を
１
対
０
で
破
っ

て
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
上
位
の
成
績

は
次
の
通
り
で
す
。

【
５
、
６
年
生
の
部
】

▽
優
勝

美
杉
台
ト
ゥ
ギ
ャ

ザ
ー
Ａ

▽
準
優
勝

飯
能
ブ
ル
ー

ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
５
年

▽
３
位

加
治
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

▽
４
位

飯
能
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
Ａ

【
４
年
生
以
下
の
部
】

▽
優
勝

加
治
サ
ッ
カ
ー
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
Ｃ

▽
準
優
勝

飯
能
ブ
ル
ー

ダ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
３
年
Ａ

▽
３
位

飯
能
ブ
ル
ー
ダ
ー

ジ
ュ
ニ
ア
４
年
Ａ

▽
４
位

美
杉
台
ト
ゥ
ギ
ャ

ザ
ー
Ｄ

飯
能
市
は
、
市
内
保
育

所
１
か
所
、
森
の
よ
う
ち

え
ん
、
全
て
の
児
童
遊
園

の
放
射
線
量
を
測
定
し
ま

し
た
。

12
月
19
日
に
保
育
所
、

児
童
遊
園
の
局
所
的
放
射

線
量
を
測
定
。
12
月
20
日

に
森
の
よ
う
ち
え
ん
、
児

童
遊
園
の
局
所
的
放
射
線

量
を
測
定
し
ま
し
た
。

測
定
結
果
は
左
表
の
と

お
り
で
す
。

○
測
定
値
の
評
価

測
定
値
は
子
ど
も
の
生

活
す
る
高
さ
で
あ
る
地
表

50
cm
上
で
は
、
0.06μ

㏜
/

ｈ
～
0.13μ

㏜
/
ｈ
で
し
た

の
で
、
年
間
1
ｍ
㏜
の
範
囲

内
で
し
た
。
ま
た
、
地
表
1

cm
上
に
お
い
て
の
測
定
値

に
つ
い
て
は
、
毎
時
１
マ
イ

ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
超
え
る

箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

２０１２年１月１５日 ＮＯ．１８０５

学
習
の
自
由
と

学
習
権
の
保
障
が
損
な
わ
れ
る
危
険
も

飯
能
市
少
年
大
会

５･

６
年
生
の
部

美
杉
台
Ａ
が
優
勝

市内の放射
線量の測定結果

基準を超える場所は
ありませんでした。


